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３　家族・家庭のこと
＜ 家族・家庭への評価 ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７　家族・家庭のことについてお聞きします。

　家族・家庭が安心できる存在・場所かどうか尋ねたところ、「安心できる存在・場所だ」が
７４．２％で最も高い。「安心できる存在・場所だ」と「まあまあ安心できる存在・場所だ」を合わせ
た『安心できる存在・場所だ』は、９６．３％となっている。

　『安心できる存在・場所だ』を見てみると、小学生が９９．３％で最も高く、以下、高校生
（９５．０％）、中学生（９４．５％）となっている。

　『安心できる存在・場所だ』を見てみると、小学男子が９９．６％で最も高い。また、小学生、中
学生、高校生のいずれも男子のほうが女子よりも高い。

問７（１）
　あなたにとって、家族・家庭は、安心できる存在・場所ですか。一つ選んでくださ
い。
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図９－１ 家族がいる家への評価（Ｎ＝１，２６０）

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ
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図９－２ 家族がいる家への評価（Ｎ＝１，２６０）

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ



28

  【経年変化】

　『安心できる存在・場所だ』について、過去の調査と比較すると、やや増加している。
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図９－３ 家族がいる家への評価

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ
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＜ 家族との会話の頻度 ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

　あなたは、家族とよく話をしますか。一つ選んでください。

　家族とよく話をするかについて尋ねたところ、「よくする」が７２．９％で最も高い。「よくする」と
「どちらかといえばする」を合わせた『する』は９３．９％となっている。

　『する』を見てみると、小学生が９４．６％で最も高く、以下、中学生(９４．２％)、高校生
（９２．８％）となっている。

　『する』を見てみると、中学女子が９６．３％で最も高い。また、小学生、高校生では男女の差は
あまり見られないが、中学生では女子のほうが男子よりもポイントが高い。
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図１０－１ 家族との会話（Ｎ＝１，２６４）
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  【経年変化】

　『する』については、ほぼ横ばいとなっている。
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＜ 家族との行事の頻度 ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問７（３）
　家族で何か行事をしていますか。一つ選んでください。
（例：誕生日を祝う、季節の行事をする、旅行に行く、スポーツをする等）

　家族で行事をするかについて尋ねたところ、「よくする」が６０．８％で最も高い。「よくする」と「ど
ちらかといえばする」を合わせた『する』は９１．２％となっている。

　『する』を見てみると、小学生が９５．１％で最も高く、以下、中学生(９２．１％)、高校生
（８６．２％）となっている。
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図１１－１ 家族との行事（Ｎ＝１，２６５）

　【属性別集計結果】

　『する』を見てみると、小学女子が９５．９％で最も高い。また、小学生では男女の差はあまり見
られないが、中学生、高校生では女子のほうが男子よりもポイントが高い。
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＜ お手伝いの頻度 ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（４）
　あなたは、お手伝いをしていますか。一つ選んでください。
（例：買い物の手伝い、料理の手伝い、掃除やごみ出しの手伝い、洗濯の手伝い
等）

　お手伝いについて尋ねたところ、「ときどきしている」が５０．４％で最も高い。「いつもしている」
と「ときどきしている」を合わせた『する』は８１．８％となっている。

　『する』を見ると、小学生が８４．７％で最も高く、以下、中学生(８２．５％)、高校生（７７．９％）と
なっている。

　『する』を見てみると、小学女子が８９．０％で最も高い。また、中学生では男女の差はあまり見
られないが、小学生、高校生では女子のほうが男子よりもポイントが高い。
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＜ 家族との人生や将来についての会話の頻度 ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（５） 　あなたは、家族と人生や将来について話をしていますか。一つ選んでください。

　家族と将来について話をするかについて尋ねたところ、「ときどきしている」が４９．３％で最も高
い。「何度もしている」と「ときどきしている」を合わせた『している』は７５．１％となっている。

　『している』を見てみると、高校生が８６．１％で最も高く、以下、中学生(７４．４％)、小学生
（６５．４％）となっている。

　『している』を見てみると、高校女子が８７．８％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生の
いずれも女子のほうが男子よりもポイントが高い。
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図１３－１ 人生や将来についての話（Ｎ＝１，２６３）
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＜ 家族との約束ごと ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　あなたは、毎日の生活について、家族と約束ごとをしていることがありますか。あ
てはまるものを１～12の中から、いくつでも選んでください。　ない場合は、13を選ん
でください。

　家族との約束ごとについて尋ねたところ、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」が
３８．５％で最も高く、以下、「お金のこと」（３４．２％）、「ゲームのこと」（３１．７％）などとなってい
る。

　小学生では、「ゲームのこと」が５８．２％で最も高い。以下、「スマートフォン・携帯電話やイン
ターネットのこと」（４３．８％）、「起床、就寝時間のこと」（４１．５％）などとなっている。
　中学生では、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」が４６．０％で最も高い。以下、
「お金のこと」（３４．０％）、「勉強のこと」（３３．８％）などとなっている。
　高校生では、「約束ごとはない」が３６．９％で最も高い。以下、「お金のこと」（２７．６％）、「ス
マートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２５．７％）などとなっている。
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図１４－１ 家族との約束ごと（Ｎ＝１，２６３）
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　【属性別集計結果】

〈小学男子〉 〈小学女子〉
「ゲームのこと」（６６．２％）
「勉強のこと」（４４．４％） 「ゲームのこと」（５０．０％）
「起床、就寝時間のこと」（４３．６％）

〈中学男子〉 〈中学女子〉
「ゲームのこと」（３９．６％）

「勉強のこと」（３３．８％）
〈高校男子〉 〈高校女子〉

「約束ごとはない」（３７．２％） 「約束ごとはない」（３６．６％）

　小学男子、小学女子、中学男子、中学女子、高校男子、高校女子それぞれの割合が高い項
目を３つあげると、以下のようになっている。

「お金のこと」（３２．４％）
「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２２．７％）

「お金のこと」（２２．７％）

「勉強のこと」（３３．７％）
「お金のこと」（３６．２％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（５６．３％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（５２．３％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（３４．２％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２８．６％）

「お金のこと」「起床、就寝時間のこと」（３９．４％）
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  【経年変化】

　過去の調査と比較すると、「約束ごとはない」は減少しているが、「スマートフォン・携帯電話や
インターネットのこと」、「ゲームのこと」は増加している。
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図１４－３ 家族との約束ごと
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＜家族や家庭に大切なこと＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問７（７）
　あなたは、家族や家庭には何が大切だと思いますか。もっとも大切だと思うもの
を、一つ選んでください。

　家族や家庭に大切なものについて尋ねたところ、「安心していられる存在・場所であること」が
４５．０％で最も高く、以下、「生きていくうえで大切なことを教えてくれること」（１６．１％）、「お互
いに信頼し合えること」（１４．６％）などとなっている。

　小学生、中学生、高校生のいずれも、「安心していられる存在・場所であること」（小学生：
３６．４％、中学生：４４．９％、高校生：５４．０％）の割合が最も高い。
　以下、小学生では「生きていくうえで大切なことを教えてくれること（２２．５％）、中学生、高校
生では「お互いに信頼し合えること」（中学生：１７．５％、高校生：１３．０％）などとなっている。
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図１５－１ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１８３）

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること

いざというとき力になってくれること その他
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　【属性別集計結果】

  【経年変化】

　「安心できる存在・場所であること」が、どの調査年度においても高い割合を占めている。ま
た、「生きていくうえで大切なことを教えてくれること」が増加傾向にある。

　男女差に着目すると、小学生、中学生では、「衣食住など日常生活を支えてくれること」で、男
子のほうが女子よりもそれぞれ５．４ポイント、１１．４ポイント高い。
　　高校生では、「安心できる存在・場所であること」で、女子のほうが男子よりも１０．９ポイント
が高い。
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図１５－２ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１８３）

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること

いざというとき力になってくれること その他
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図１５－３ 家族や家庭に大切なもの

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること

いざというとき力になってくれること その他


